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雜 報

會 員 動 靜

關 正 次

解剖學研究ノ爲滿二年間獨逸國へ在留ヲ命 ス

岡山醫科大學助教授　田 川 蝉 太 鄭

内科學研究ノ爲浦二年間獨逸國へ在留ヲ命ス

(十一月十七日)

敍正六位　 從六位勳六等　中 川 小 四 郎

(九 月 一 日)

岡山醫科大學助教授　笠 井 經 夫

職 務俸 金 六 百 圓 下賜　 (十一月十九日)

從六位勳五等　松 原 愛 次 郎

正六位勳五等　矢 澤 弘 水

敍勳四等授瑞寳章

正七位勳六等　菅 田 直 樹

正七位勳六等　長 谷 川 靜 一

從六位勳六等　藤 田 秀 三 郎

正七位勳六等　金 光 三 郎

敍 勳五 等授 瑞 寳 章　 (十一月二十五日)

敍從六位　 正七位　清 水 多 榮

(九 月 十五 日)

海軍軍醫大尉正七位勳五等　菅 田 直 樹

任 海 軍 軍 醫 少 佐　 (十一月二十八日)

舞鶴要港部病院長兼
軍醫長海軍軍醫大佐　折 茂 恒 治

免本職竝兼職補龜川海軍病院長兼第一部長

海軍軍醫少佐　高 城 喬

補横須賀海軍病院部員

富士軍醫長兼分隊長松
江軍醫長海軍軍醫大尉

　伊 藤 愼 一

免兼松江軍醫長兼補春日軍醫長分隊長

隱戸軍醫長海軍軍醫大尉　林 成 道

免本職補平戸軍醫長兼分隊長

勝力軍醫長海軍軍醫中尉　木 村 芳 雄

免本職補第二十六驅逐隊軍醫長

陸奥乘組海軍軍醫中尉　饗 場 美 誠

免本職補野島軍醫長

呉海軍港務部軍醫長兼野間軍
醫長石廊軍醫長海軍軍醫少佐　佃 卓 三 郎

免本職竝兼職

呉海軍病院部員兼副官異海
軍軍需部部員海軍軍醫少佐　栗 栖 幸 穗

免本職竝兼職

海軍軍醫少佐　佃 卓 三 郎

海軍軍醫少佐　栗 栖 幸 穗

海軍軍醫學校選科學生被仰付　 (十二月一日)

陸軍二等軍醫正從五位勳四等　難 波 秀 太 郎

任陸軍一等軍醫正

陸軍三等軍醫正正六位勳四等　矢 澤 弘 水

陸軍三等軍醫正正六位勳六等　三 宅 幹 夫

任 陸 軍 二 等 軍 醫 正　 (十二月一日)

名古屋衛戌病院附
陸軍二等軍醫〓 　矢 澤 弘 水

免本職補札幌衛戍病院長兼歩兵第二十五聯隊附

陸軍二等軍醫正　三 宅 幹 夫

補山口衛戍病院長兼歩兵第四十二聯隊附

鯖江衛戍病院附
陸軍三等軍醫正　太 田 九 三 男

免本職補野砲兵第五聯隊附

歩兵第十七聯隊附陸軍三等軍醫　吉 岡 總 一

免本職補遼陽衛戍病院附

工兵第二十大隊附陸軍一等軍醫　井 原 愛 雄

免本職補第二十師團軍醫部部員

(十二月二日)

正八位　脇 田 豊

正八位　栗 本 博 雄

敍 從 七位　 (九月十五日)

關 正 次

任岡山醫科大學助教授

敍高等官七等
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剛 醫科煙 臆 授　關 正 次

本俸十一級俸下賜

職務俸金五百圓下賜　 (十二月三日)

海軍軍醫大尉　長 谷 川 靜 一

海軍軍醫大尉　伊 藤 愼 一

海軍軍醫中尉　有 馬 玄

海軍軍醫中尉　木 村 芳 雄

海軍軍醫中尉　饗 場 美 誠

賜一級俸

賜二級俸　 海軍軍醫大尉　伊 藤 不 羈 夫

(十 二 月一 日)

朝鮮總督府醫院醫官兼朝鮮總督
府京都醫學専門學校教授從五位　稻 田 進

任岡山醫科大學教授

敍高等官三等

岡山醫科大學教授　稻 田 進

本俸六級俸下賜

職務俸金千五百圓下賜

臺灣線督府醫學専
門學校教授從七位　津 田 誠 次

任岡山醫科大學教授

敍高等官五等

岡山醫科大等教授　津 田 誠 次

本俸八級俸下賜

職務俸千五百圓下賜

(十二月十四日)

陸軍一等軍醫正　難 波 秀 太 郎

豫 備役 被 仰付

(十二月四日)

○稻 田 進 君　別項の如く今般岡山醫科大學教授に任ぜ られたる同君の略歴は左の如し

明治四十三年十二月京都帝國大學輻岡醫科大學な卒業し同大學助手に任也らろ

大正七年十二月北里研究所員な命せらろ

同九年慶應大學内科教室助教授な命せ らろ

同年十一月日本赤十字社山口支部病院長を命せらろ

同十年十月朝鮮總督府醫院醫官に任ぜ られ第二内科長を命ぜらろ同年十二月京城醫學専門學校教授々兼任せら

ろ

同十三年九月内科學研究の爲め滿一箇年間獨國,佛 國,英 國及亜米利加合衆國へ在留々命せ らろ

同十四年十二月十四日岡山醫科大學教授に任ぜられ内科學な擔任せ らろ

○津 田誠 次啓　別項の如く今囘岡山醫科大學教授に任ぜ られたる同君の略歴に左の如し

大正六年十二月東京帝國大學醫科大學醫學科な卒業し同大學副手々囑託 し附屬醫院勤務な命せ らろ

同八年臺灣總督府醫學専門學校教授に任せ らる

同八年日本赤十字社臺灣支部醫院外科醫長を囑託せ らろ

同十一年二月臺灣總督府より歐米各國へ出張を命ぜられ同十三年三月歸朝

同十四年十二月十四日岡山醫科大學教授に任 し外科學な擔任也らろ

○關 正 次君　別項の如 く今般岡山醫科大學助教授に任ぜられたる同君の略歴は左の如し

大正五年五月岡山醫學専門學校を卒業 し同年十二月助手申付けられ解剖學敬室に勤務々命せ らろ

同十一年九月岡山醫科大學解剖學講師な囑託せ らろ

同十四年十一月解剖學研究の爲め満二年間獨逸國へ在留を命せらろ

同年十二月三日岡山醫科大學助教授に任せ らろ
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○吉 田秀 雄君　豫て歐洲に留學中なりし同看は去月二十五日無事歸朝せられたり

○伊澤 好 爲君　一昨年出發米國に留學せられたろ同君は去月二十三日無事歸朝せられ今般神戸市下山手通神戸

市醫師曾　屬治療所に於て診療に從事せ られたり

○加賀 呉 一君　は豫て姫路市近藤病院に勤務し居られじか今般辭職兵庫縣水上郡和田付に於て開業せ られたり

○安藤 守 元君　は豫て岐阜市外加納町に於て靜養し居 られしが頃日に至り健康恢復せしを以て今般京都帝國大

學醫學部法醫學教室に於て研究せらうろこととなりたり

○藤 本秀 次君　に今般日本赤十字社長野支部諏訪病院を辭 し四日市市諏訪町四日市矛全病院に勤務せられたり

○藤波三元夫君　は豫て倉敷紡績會社中央病院倉敷出張所に勤務し居られしか今般同病院高松分院に轉勤せ られ

たり

○江 口 博君　は今般神戸市東尻池鐘淵紡績株式會杜兵庫病院に勤務せ られたり

○覚 英七郎君　は去月より衛生技師として兵庫縣細菌室に勤務し居 られしか今般退官大阪合同紡績曾社神崎病

院に轉勤せられたり

○出馬 晋箪君　は今般日本赤十字社大阪支部病院産婦人科に勤務せ られたり

○悟 士 良三君　は豫て倉敷紡績會社高松分院に勤務し居られしか先般岡山醫科大學副手を命せ られ法醫學教室

に勤務せられたり

○川付 隆士君　は豫て岡山醫科大學金子内科教室及ひ醫化學教室に於て研究中なりしか今般本縣淺口郡船穗付

に於て開業せ られたり

○松 浦 奏君　に今般呉市中通六丁日に轉居せられたり

○坪井 義 晴君　は先般廣島市中島新町に移轉せられたり

○辻 哲 二君　は今般愛媛縣西字和郡八幡濱町に移轉開業せられたり

○川西 清規君　は今般大阪市西成匠玉山町七九九に移轉せられたり

小金井拙夫君逝く　君に明治三十九年岡山醫學專門學校を卒業こ陸軍軍醫となり後官を辭こ姫路市五軒邸

に於て診療に從事し居 られしか去月十四日病を以て遠逝せ られたりと洵に哀悼に堪へす茲に謹みて弔意を

表す

對馬正五郎君逝く　君は明冶四十二年岡山醫學専門學校を卒業し青森縣五戸町に於て開業し居 られCか 近

來二監に犯され弘前市外富田町に轉地靜養し居られこも醫藥其数を奏せす先般趣に永眠せられたりと洵に

痛惜に堪へす謹みて弔意を表す

大道庫治郎君逝く　君は明冶二十五年第三高學中學校醫學部を卒業し京都府綾部町に於て開業し居 られし

か今囘永眠せ られたりと洵に哀悼に堪へす謹みて弔意を表す

〓 學位 授與　 岡山醫科大學助教授石田堅三郎君は豫て論文を岡山醫科大學に提出し學位を請求し居 られ しか

本月二十四日醫學博士の學位を授與せられたり其主論文及び參考論丈に左の如 し

主 論 文

膽道殊二膽嚢炎ニ因スル肺及ヒ氣管支炎ノ臨牀的竝ニ寳驗的研究

(本 曾雑諸第四二〇,四 二一,四 二二號掲載)
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參考 論 文

腹壁檢温法ノ意義及ヒ其ノ應用

(實驗醫報第八二號ニ揚載)

岡山醫科大學助手吉田功君は豫て論文を岡山醫科大學に提出し學位を請求し居 られしか本月二十四日醫學博士の

學位を授與せ られたり其主論文及ひ參考論文は左の如 し

主 論 文

⊥橄欖脂ヨリ起首 セル神經纎維 ノ徑路及ヒ同體ノ作用二就 キテ　(獨 文)

(フ ナリア.ア ナトミカ.ヤ ボニカ第三卷第三號ニ掲載)

參 考 論 文

一.小 腦破壞後二ツスル變性ニ就 キテ

其一.小 腦破壞後前庭神經終止核及 ヒ其他ニ於ケルニツスル變性 ニ就 キテ　(獨文)

(岡 山醫學會雜誌第四一五,四 一六號 ニ掲載)

二.小 腦破壞後 ニツスル變性ニ就 キテ

其二.小 腦及ヒ延髓破壞後プルダツハ氏核 ニ於ケルニツスル變注ニ就 キテ　(獨 文)

(岡 山醫學會雜誌第四一八號ニ掲載)

三.家 兎 ニ於 ケ ル 求心 性 皮 質聽 路 ノ起 首 ニ就 キ ヲ(獨 文)

(フ オ リ ア.ア ナ トミ カ.ヤ ボ ニ カ第 二 巻 五,六 號 ニ掲 載)

四.第 八對神經解剖學補遺(獨 文)

(同 上ニ掲載)

五.前 庭神經中樞路知見補遺(獨 文)

(同 上二掲載)

〓 學位 授 與決 定　 緒方益雄君は豫て東京帝國大學醫學部に論文を提出し學位を請求し居 られしか去月三十

日同教授會に於て醫學博士の學位授與の決定ありたり其主論文は左の如し

細菌凝集素ニ關スル研究

〓本誌の外國發送 と謝 辭　本誌 は第四二四號記載 の如 く外國へ十箇所 發送 しつつあ る

も今 囘更に下 記の研究所 へ追加發途す ることとせ り.

1) The Association for the Study of Internal Secretions, Los Angeles, California, U. S. A.

2) Wister Institut, Philadelphia, U. S. A.

本 誌 發 送 に 對 し て下 記 四 箇 所 よ り,編 輯 掛 宛 に 鄭 重 な る謝 辭 到 着 せ り.且 つRoyal

　 Society of Medicine, Londonよ りは 交 換 雜 誌 こ して, Proceedings of the Royal Society of

 Medicineを 送 附 し來 れ り.

1) Bibliothek der Berliner medizinischen Gesellschaft.

2) Physiological Laboratory, Cambridge, England.

3) Royal Society of Medicine, London.

4) Rockefeller Institut, New York.
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〓 秋 田 市 通 信　 學會雜誌によせ書出來ぬ規定なれば知 らぬ事,岡 山の京橋を知つてゐろ男達が集つた時,

衛生課の課長さんも,片 田舎の籔醫者も岡山同窓と云ふ一つの流れに合 した時,殊 に日本一の秋田美人がこんな

に集つた時に具規定のみで このうれ しさを知 らわ顔出來す,諸 先輩によせ書をお願 してここに二の端書をよす.

岡山の空氣を吸つた人々よ,學 術のみが世の中ではない時に集 りの知らせすろを忘れ給ふな.未 拝見の榮を得 さ

ろ赤岩先生に特に この鮎御願申上候.(中 村泰吉)

秋 田音頭　難産すろ時一生 しないと高言わか しやがつて十日もたたすに又 クツと入れた らこれだけ死んで

も良い(勅)

秋 田市に於けろ岡山出身曾仲々の盛大(穂 積)

酒 は甘 し,女 は美,長 い冬の夜 も一瞬(篠)

人世人………三味線……盃…… 枕 矢張 りこれた(泰 吉)

在秋田市岡山出身醫家

秋田縣衛生課長　 勅使 河 原 文　 (大正二年卒業)

秋田滴院内科　 河 野 通 武　 (大正元年卒業)

尾去澤鑛山醫局 篠 原 一 幸　 (大正八年卒業)

秋田市秋田病院　 穗 積 孝 悌　 (大正八年卒業)

支那よりの歸 り今度九州で開業され ろ中付泰吉　(大正八年卒業)
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